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研究成果の概要（和文）：　明治中期に日本の風土にあった日本型科学教育が成熟し国際的水準に至った経緯に
ついて，当時の中等・高等教育段階の生徒の授業筆記を中心に調査，分析を行った．現在まで残っている明治中
期の師範学校生徒の物理筆記は僅かではあったが，転換期の明治19年以降も輸入教科書をベースに最先端の科学
の話題を取り入れながら教育が行われていたことが筆記の解析から明らかとなった．
　またアジアの物理教育に影響を与えた後藤牧太らによる『小学校生徒用物理書』の使用実績については、群馬
県、新潟県、埼玉県、静岡県で発見することができ、明治32年という遅い時期まで使用されていたことも明らか
にすることができた．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was investigation and analysis how Japanese-style 
science education, which was in the Japanese climate in the middle of the Meiji era, matured and 
reached international standards, focusing on the students’ notes in the secondary and higher 
education stages at that time. Although the number of physics notebooks of normal school students in
 the middle of the Meiji era that remained until now was small, it is clarified by the analysis of 
notebooks that education was carried out while incorporating the latest scientific topics based on 
imported textbooks even after the turning point of the Japanese science education in 1886. 
In addition, the usage record of "Physics Book for Elementary School Students" by Makita Goto et al.
 who influenced physics education in Asia can be found in Gunma, Niigata, Saitama, and Shizuoka 
prefectures, and also used until as late as 1902.

研究分野： 物理教育

キーワード： 物理教育史　明治期　筆記　簡易実験　後藤牧太　小学校生徒用物理書
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　日本の科学教育が成熟してきた明治20年頃の師範学校や中等教育の教育実態を、現在まで残っている数少ない
当時の生徒の筆記の記述内容から明らかにできた．また櫻井房記や小川正孝など日本の高等教育の初期の卒業生
らによる授業記録も残っていることが明らかとなった．筆記は実際の授業に基づいて記述されており、当時の日
本の科学教育の実態を明らかにするための大変貴重な一次資料であるため、本研究で得られた成果は意義がある
と考えられる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
明治初期の日本の科学教育は、欧米の科学教育を輸入し日本独自の科学教育へと発展を遂げ

たことはよく知られている．本研究グループでは、2007 年に新潟県で明治 20 年代に高等小学
校に通っていた児童の授業筆記が発見されたことを契機に、約 30 の都道府県の古文書館を調査
し、従来の理科教育史とは異なる実態の一部を解明してきた． 
通説では明治 19 年に教科「理科」が成立し、それ以前の科学教育とは質的に転換したといわ

れているが、新潟県立文書館に残されていた新潟県の複数の高等小学校児童の筆記から、明治 27
年頃まで理科ではなく科学教育が行われていたことを明らかにした．さらに、その内容について
は、科学の原理・原則を重視した翻訳教科書と日常生活に役立つ実用的な内容が日本型教科書の
教科書とをうまく取捨選択しながら教えられていた事例が明らかになった． 
このような通説を覆すような価値ある筆記を日本全国から収取し、分析したところ、新潟県に特
別な教育事情があったわけではなく日本全国の傾向として見られることや、自然の階層性など
世界水準の内容の科学教育が行われていたことも判明した． 
つまり、日本において科学教育が創成された時期には、西洋の自然科学観を日本人のものとして
咀嚼して、日本型の世界水準の科学教育が実現していたことを解明できたのである．これらの研
究は、当時の教育内容をそのまま残している生徒の筆記等の史的資料がなければ解明できなか
ったことである．出版された教科書だけでは使用実績に疑問が残り、法令では実態とそぐわない
場合があるからである． 
 このように、高等小学校では力量のある教師が創意工夫しながら教えていた実態がうかがえ
るが、教えていた教師はどのような教育を受け、どのようにそれを享受したのだろうか．また、
明治 19 年に「理科」が成立したことにより、どのような影響を受けたのだろうか． 
本研究では、師範学校での科学教育に焦点をあて、日本の科学教育の新実態について明らかに

したいと考えた．先行研究で収集した筆記には、師範学校生徒の授業筆記もあり、たとえば、明
治 20 年新潟尋常師範学校生徒倉茂吾八の物理筆記からは、科学に関する時事や最先端の科学者
の研究成果が既に教育に反映されていたことが見て取れた． 

19 世紀は科学者が市民に対する科学啓蒙活動が欧米ではじまった時代である．その後、科学
者による科学教育の構築が進み、市民に分かりやすく科学を教える教科書等が出版された経緯
がある．日本の高等教育においては、明治初期にこの舶来教科書が輸入され、師範学校で使用さ
れていた．また、お抱え外国人や留学生などを通して得られた教授法などを取り入れることで、
日本の科学教育が形作られてきたという経緯がある．更に、日本から中国や韓国に日本の科学教
科書の翻訳本を出版などで影響を与えていたことも明らかになっている．そこで、師範学校での
科学教育について検討する際の観点として国際的関連に着目した． 
 
２．研究の目的 
本研究では、明治初期の欧米の輸入型科学教育から、明治中期に日本の風土にあった日本型科

学教育が成熟し国際的水準に至った経緯について、国際社会との関連から教育内容の取捨選択
と変容について、当時の生徒の授業筆記を基に明らかにしていく．具体的には、次の 2 点を明ら
かにすることを目的とする． 
(1) 明治 19 年の理科の成立により自然観や科学教育観が質的に変化した．未発掘の師範学校や
高等教育段階の生徒筆記や教案の調査・分析により、当時の教員養成等の実態を明らかにする． 

(2) 師範学校等の生徒の科学の授業筆記等の分析から、最先端の科学の研究成果の科学教育への
反映や、日本と諸外国の科学教育の国際的関連について考究する． 

 
３．研究の方法 
(1) 研究計画１：未調査の地域の古文書館等から授業筆記の記録を入手 

 筆記に基づく教育内容の実態解明のためには、開港された港を持っていた都道府県の史料
が重要な意味を持つ．これは開港後すぐに英語学校や師範学校が設立され、教育が重視されて
いた地域だからである．さらに、長崎はオランダとの交流拠点で科学教育の観点からも最重要
地の 1 つであるが、新潟からの交通の便が悪く、関連学会も近年は開催されてこなかったこ
とから、まだ資料収集ができていない．このことから、長崎をはじめとした九州地方の資料収
集を行う．  

(2) 研究計画２：師範学校生徒の授業筆記に記されていた教育内容を、当時の舶来教科書や日本
型教科書と比較することで、その水準や教育内容の変遷を明確化 
資料の解析にあたっては、すでに入手済みの筆記から始める．明治 20 年新潟尋常師範学校

生徒倉茂吾八の授業筆記は、物理学だけでも 4 冊、他に化学、動物学、数学や理科を含む教案
があり、物理学筆記 3 冊は記載内容の文字起こしを行い、使用されていた教科書として『物理
全誌』（明治 8 年出版）、『物理小誌』（明治 14 年出版）、『スチュワート物理学』（原著の輸入
あり．師範学校での使用は原著か翻訳かは不明）があったことが分かった．ただし、これらの
教科書の内容がそのまま記されている訳ではなく、定義が教科書とは異なっていたり、説明が



より本質的になっているものもあった．さらに、「メートルの定義」についての記述も多数あ
り、「長短尺の単位」として「佛国・メートル」、「英国・インチ」、「日本・尺」とあったり、
「里程比較」として「独逸国一里・七千五百メートル」、「英国一里・一千六百０八メートル」、
「日本一里・大凡三千九百二十七メートル」等と欧州の情報が取り入れられていた記載があっ
たり、「エーサ常に各分子間を疎拡せんとし…」など分子間に働く力としてエーテルの記述が
あったりした．明治 20 年代は、明治初期の科学の原理・原則を重視した科学教育観から、身
近な自然現象の理解に重点を置くようになる「理科」教育の過渡期である．尋常小学校、高等
小学校での理科教育は明治 28 年には完全に質的に変化したことを先行研究で明らかにした
が、同時期の師範学校ではどのような内容が扱われていて、どのように変化していったのかの
手掛かりを得る． 

(3) 研究計画３：当時の最先端の科学の研究成果や、時事的内容が含まれている筆記の記述につ
いて科学史を踏まえた検討を行う．科学啓蒙書等の科学普及活動の国際的な関連を視野に入
れて解析 
科学の最先端の内容や科学時事が教育にどのように反映されていたのかについても、倉茂

の筆記には、「露人マブリュースキー氏は酸素、 窒素、 空気及酸化炭素を液体と化し一雰囲
気の圧力中に於て其の沸騰の温度を検定し…後略」のような具体的記述があるため、科学史を
調査したり、留学経験を持つ教育関係者の影響など、学校外での科学啓蒙関係や人的交流を中
心に考察する． 

 
４．研究成果 
(1) 研究計画１について 

 明治 14 年設立の東京物理学講習所（現在の東京理科大学）の初代所長であった櫻井房記が
明治 23 年に熊本の第五高等中学校で教えたときの生徒による物理筆記を入手することがで
きた．櫻井は明治 11 年に東京大学理学部仏語物理学科を卒業し、明治 14 年に高等師範学校
教諭、明治 15 年にイギリス、フランスへ留学したのち、明治 23 年から同校で教授兼教頭と
して勤務した．櫻井は、当時の最高峰の科学教育を受け、海外の最先端の研究教育環境を経
験した人物である．研究目的に挙げていた九州地方に残されていた筆記の収集自体は十分に
行えなかったが、本研究の大きな目的の 1 つである最先端の科学の研究成果の科学教育への
反映および、日本と諸外国の科学教育の国際的関連について考究するにあたり、願ってもな
い貴重な資料を発見することができたといえる．  
さらに、静岡県から『小学校生徒用物理書』の古書を入手することができた．『小学校生徒

用物理書』は簡易実験が含まれている当時の最も教育的な良書うちの 1 つであるが、その使
用実態についてはまだ未解明な点も多い．現時点までに、群馬県、新潟県、埼玉県での使用
実績は確認されてきたが、静岡県でも使用されていたことを示す重要な手掛かりを得ること
ができた． 
 また、2020 年には共同研究者の小林昭三氏が、小川正孝に関連する研究を行っていた久松
洋二氏（愛媛県総合科学博物館）から連絡を受け、小川正孝に関連する筆記や新事実を入手
することができた．小川正孝はアジア人として初めて新元素を発見した化学者であり東北大
学の総長も務めた人物である．我々の研究グループでは、小川が静岡県尋常中学校の教諭時
代の生徒が残した物理化学筆記を既に入手、解析していたが、新しい筆記の存在によりさら
に小川が残した功績について今後研究が進むことが期待される． 
 全国各地の都道府県の古文書館での資料の調査については、2020 年初頭からのコロナ禍に
より十分に行えたとはいいがたい状況ではあるが、上述の櫻井、小川の筆記と、静岡県の生
徒が残した『小学校生徒用物理書』を入手することができたことは、本研究を進めるにあた
って大きな成果であったといえる． 

(2) 研究計画２・３について 
 筆記の分析は、主に 3 人の生徒が残した筆記を中心に行った．倉茂吾八、櫻井房記の授業
を受けた生徒、阿曽沼ますである．小川正孝の授業を受けた田中宗一郎の筆記は本研究を始
める前に既にある程度解析しており、その後に発見された筆記と合わせた解析については検
討中である． 
 明治 20 年新潟尋常師範学校生徒であった倉茂吾八の物理筆記の内容のうち、実験に着目
して研究を行った．その結果、いくつかの実験図はスチュワートやガノーといった輸入教科
書の図と全く同じであり、さらに明治 11 年に文部省が各府県の師範学校に交付した実験装
置の図とも一致していた．最も注目すべきは、水圧を教えるための浮沈子の実験図で、欧米
の教科書には記載がなかったが、明治 15 年の島津理化の「物理学器械代償目録表」に記載さ
れていた図と全く同じであることが判明した．このことから、実験装置を購入し、実際に実
験をしていた可能性が高いと考えられる． 
 櫻井の筆記の分析にあたっては、まず東京理科大学所有の資料の調査を行った．東京物理
学講習所設立にあたり、東京大学から実験装置を借りて授業を行っていたとの記録があり、
実際、東京理科大学には「東京開成学校製作所造品」と記された水準器が保管されていた．
これは、国産の科学教育のための実験装置であり、明治 7 年から明治 10 年の間に製造され
たものである．水準器は、水の性質を利用して土地の高低を測定する機器として、櫻井が明
治 23 年に教えた物理の授業筆記にも図入りで記載されている．明治 10 年代後半には、実験



を通して科学を教えることが普及されつつあるが、日本の科学教育のかなり初期においても、
実験を通して科学を教えていたことが記録として残されていたことは特筆すべきことである．
櫻井の行った授業はスチュワートの教科書に基づいて行われたが、櫻井が留学中に学んだこ
とがどのように反映されているかについては今後の検討課題としたい． 
 明治 20～21 年に山口県の師範学校に在籍していた阿曽沼ますの授業筆記については、女
生徒という観点からも着目して解析した．阿曽沼の受けた授業はガノーの教科書に基づいた
ものである．また、筆記に記されていた図の 1 つに、後藤牧太の簡易実験と類似する図があ
ったため、後藤牧太が与えた影響およびアジア圏との関連についても検討を行った． 
 本研究期間中にコロナ禍によって各地の文書館を訪問することができなくなったため、研
究期間の後半では中国の物理教育にも影響を与えた後藤牧太が小学校向けに記した『小学校
生徒用物理書』の使用実績について、全国各地の資料館から得られたデータや入手した古書
を基に総括を行った．その結果、同書の著者らが深く関わりのある群馬県のみならず、少な
くとも埼玉県、静岡県、新潟県で使用されていたこと、明治 32 年という遅い時期まで使用さ
れていた証拠を見出した． 
 明治期は、日本の産業改革や技術教育も目覚ましい時期であり、工学教育の研究者と交流
することもできた．これまでの研究では、理学、理工系における物理教育の進展について焦
点をあてていたが、工学的な高等教育の側面からも日本の物理教育の在り方を研究すること
で、より明治期の国際社会における日本の物理教育の実態や特徴を明らかにできる見通しを
立てることができた． 
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